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　近年、村においてもイノシシによる被害が激増しています。イノシシの被害対策は、環境整備・防護・
捕獲対策を同時に実施することが効果的と言われていますが、狩猟人口の減少と高齢化の問題を抱えて
いる状況です。　　
　捕獲対策を維持・強化するため、新規の狩猟免許等取得者と免許更新者に対する助成を行います。
◆対　　象　①わな猟免許　②第一種銃猟免許　③銃砲所持許可
◆要　　件　・村に住民登録のある方
　　　　　　・過去に狩猟免許等の取消しを受けたことがない方
　　　　　　・農作物被害防除のために地域の有害鳥獣捕獲活動に従事する意思がある方
◆募集人数　１１名（定員になり次第締切）
◆対象経費　下記の対象経費について全額補助
◆申請期限　６月１６日（金）
◆申　請　先　産業振興課

【狩猟免許初心者講習会】
　７月　７日（金）宮城県大崎合同庁舎　　７月１５日（土）宮城県クレー射撃場
　８月１９日（土）宮城県仙台合同庁舎　　８月２２日（火）宮城県大崎合同庁舎
　９月１２日（火）宮城県大河原合同庁舎　９月１５日（金）宮城県登米合同庁舎
１０月１２日（木）宮城県クレー射撃場（わな猟限定）
【狩猟免許試験】
　７月２２日（土）宮城県大崎合同庁舎　　８月２７日（日）宮城県大崎合同庁舎
　９月２４日（日）宮城県登米合同庁舎　１０月１８日（水）柴田町農村環境改善センター（わな猟限定）
【免許更新】
　７月２１日（金）宮城県クレー射撃場　　８月５日（土）宮城県クレー射撃場
【猟銃等講習会（初心者・経験者）】
　日程等については宮城県警察のホームページをご覧いただくか、産業振興課に問い合わせください。
　宮城県警察URL　http://www.police.pref.miyagi.jp/hp/seian/kyoninka/kyoninka_index.html

狩猟免許等取得・更新費を補助します！

狩猟免許取得

銃砲所持許可取得

初心者講習会（宮城県猟友会主催のものに限る） 7,000 円
内　　　　　　　容

内　　　　　　　容

補　助　額

初心者講習会 6,800 円

銃砲所持許可更新

狩猟免許更新 狩猟免許更新手数料 免許の種類ごとに 2,900 円
補　助　額

経験者講習会（宮城県猟友会主催のものに限る） 3,000 円
射撃技能講習会 12,300 円

教習資格認定申請手数料 8,900 円

狩猟免許試験申請手数料
免許の種類ごとに 5,200 円
（狩猟免許を所持している方
　は 3,900 円）

講習・試験日程

●免許更新者

●新規免許等取得者

◆問い合わせ先　産業振興課　☎３４１－８５１４
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村内のお店で使用できる２割増商品券を販売するにあたり、商品券取扱店を募集します！

万葉割増商品券の取扱店を募集します！万葉割増商品券の取扱店を募集します！万葉割増商品券の取扱店を募集します！

●取扱店募集内容

万葉割増商品券の概要

参 加 資 格

参 加 料

換 金 手 数 料

募 集 期 間

申 込 方 法

村内に店舗又は事業所を有する事業者（村内の店舗等に限る）

１％（換金額の１％を差し引いてお支払します。）

くろかわ商工会会員の方　　　無料
くろかわ商工会会員でない方　５,０００円

６月１日（木）～３０日（金）
※上記期間以降も随時受付けますが、取扱店一覧を掲載するポスター等には
　掲載されませんのでご了承ください。

「商品券取扱店申込書」に必要事項を記入の上、参加料を添えて、くろかわ
商工会大衡事務所に申し込みください。
「商品券取扱店申込書」は、くろかわ商工会大衡事務所窓口、又はくろかわ
商工会ホームページよりダウンロードし、入手してください。

◆問い合わせ先　くろかわ商工会大衡事務所
　　　　　　　　大衡村大衡字五反田４－７０　☎３４５－５１７３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆使用期間　８月１日（火）～１２月３１日（日）
◆発行総数　２,０００セット
◆販売価格　１セット　１０,０００円（５００円券２４枚綴り１２,０００円分）
◆販売期間　①村民優先販売　８月１日（火）～８月２０日（日）
　　　　　　②一　般　販　売　８月２１日（月）～売切れ次第終了
◆販売場所　万葉・おおひら館（大衡村農産物展示販売所）
　　　　　　くろかわ商工会大衡事務所
※詳細は後日お知らせします。

【爆発物を使用した爆弾テロの未然防止に協力を】
　世界各地において爆弾テロ事件が発生し多くの人が犠牲となっています。テロ事件は日本にとっても決
して無関係ではなく、一般の人が爆発物を製造したり爆発させたりする事案が発生しています。こうした
爆発物の原材料となり得る化学物質は、薬局やホームセンター、農協等で普通に販売されており、化学肥
料として使用している尿素や除草剤に含まれる塩素酸ナトリウム等も爆弾の材料となるものです。
警察からのお願い
　○ 農薬や化学肥料の保管管理を確実に行い、保有量を常に確認してください。
　○ 保管する納屋や倉庫には、確実に鍵をかけてください。

　保管している肥料等が盗まれ悪用されることのないよう配意していただき、盗難被害に遭った、倉庫
の鍵が壊されたなどおかしいなと思った場合には、速やかに警察署又は交番・駐在所に連絡をお願いし
ます。　　　　　　　　　◆問い合わせ先　大和警察署　☎３４５－０１０１

農家の皆さんへ
お願い


